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本⽇の参考⽂献（⽇本銀⾏決済機構局公表資料）

決済システムレポート別冊シリーズ
デジタル通貨に関連する情報技術の
標準化（2021年5⽉25⽇）

⽇銀レビュー
暗号資産における分散型⾦融―⾃律的
な⾦融サービスの登場とガバナンスの
模索―（2021年4⽉28⽇）



標準化とは

 「標準化」とは、⾃由に放置すれば、多様化、複雑化、無秩序化する事柄を
少数化、単純化、秩序化すること。

消費者の利便性向上

効率性向上に伴う市場の拡⼤、取引コストの削減

標準の公開による、新しい技術の普及や産業の発展

製品・サービスの相互運⽤性の向上を通じたネットワーク効果

客観的な評価体制による、事業者への信頼性の確保

標準化の役割

デジタル
社会で注⽬
デジタル
社会で注⽬



⾦融サービス分野における標準化の意義

 ⾦融サービス分野における標準化の意義
①⾦融取引を処理するシステム間の「相互運⽤性の確保」
②⾦融取引を処理するシステムに対する「信頼性の確保」
③先進的な情報技術を中⼼とした「専⾨的知⾒の集約・活⽤⼿段」

相互運⽤性
の確保

専⾨的知⾒の
集約・活⽤
⼿段

信頼性の
確保

ネットワーク効果の発揮

安⼼・安全なサービスの提供 先進的な情報技術の取り⼊れ

異なるシステムや仕組み
を互いに連携させる能⼒

利⽤者が多く集まるほど、
利⽤者の便益が⾼まる効果



新しいガバナンスと標準化に期待される役割

法 市 場 規 範

アーキテクチャ

 ⽶国法学者Lawrence Lessigが「⼈の⾏動を規制するメカニズム」として整理した
①法、②市場、③規範、④アーキテクチャとの関係で、標準化をどう位置づけるか。
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 相互運用性の確保
 信頼性の確保
 ・・・・・・


